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林
業
・木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止 

協
会
和
歌
山
県
支
部
新
宮
分
会 

第
41
回 

通
常
総
会 

書
面
議
決 

木
霊
塔
移
転
等
検
討
委
員
会 

あ
け
ぼ
の
広
角
線 

県
道
拡
幅
工
事
関
係 

   

令
和

3

年

5

月

27

日

（
木
）
、
第
72
回
通
常
総
会
を

新
宮
木
材
会
館
大
会
議
室
に

於
い
て
開
催
（
組
合
員
26
名

の
内
、
本
人
出
席
8
名
、
書
面

出
席
8
名
、
委
任
状
出
席
8

名
、
代
理
人
出
席
1
名
、
合
計

25
名
）
。
今
回
も
昨
年
に
引
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
防
止
対
策
と
し

て
書
面
決
議
で
の
出
席
も
可

能
に
し
、
少
人
数
で
行
な
い

ま
し
た
。
議
案
審
議
で
は
提

出
議
案
は
全
て
原
案
の
通
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
例

年
な
ら
総
会
終
了
後
懇
親
会

を
開
き
、
組
合
員
の
親
交
を

深
め
て
い
ま
し
た
が
、
先
の

記
載
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

考
慮
し
、
今
回
の
懇
親
会
は

中
止
致
し
ま
し
た
。 

 

                        

 

  

林
業
並
び
に
木
材
製
造
業

に
於
け
る
労
働
者
の
安
全
及

び
衛
生
並
び
に
労
働
災
害
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭

和
56
年
1
月
に
設
立
し
た

本
分
会
の
第
41
回
通
常
総
会

を
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
書

面
決
議
に
て
行
い
、
全
議
案

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
又
、
令
和
3
年
度
も

防
災
意
識
を
向
上
さ
せ
、
指

導
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。 

 

   

木
材
会
館
前
の
県
道
拡
幅

工
事
の
関
係
で
木
霊
塔
施
設

を
移
転
す
る
必
要
が
生
じ
、

こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
木

霊
塔
移
転
等
検
討
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
今
年
に
入

り
3
回
委
員
会
を
開
催
し
木

霊
塔
の
規
格
の
確
認
や
移
転

先
（
現
在
地
の
収
用
残
地
内

で
の
配
置
）、
式
典
内
容
の
確

認
等
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

現
在
、
移
転
等
の
施
工
業
者

を
決
定
し
ま
し
た
の
で
配
置

図
や
見
積
書
の
作
成
を
依
頼

し
て
お
り
、
委
員
会
で
相
談

し
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
な
移
転

を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

尚
、
今
年
の
木
霊
塔
行
事

に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
あ
り
、
県
道
拡
幅
工
事
の

関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
献

木
者
は
昨
年
同
様
組
合
が
行

な
い
、
厳
か
に
木
霊
供
養
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

 【
売
買
契
約
書
の
締
結
】 

県
道
拡
幅
工
事
の
関
係
で

組
合
所
有
地
の
収
用
や
施
設

の
移
転
の
た
め
の
契
約
に
つ

い
て
5
月
27
日
に
開
催
し

た
通
常
総
会
で
承
認
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
6
月
14
日
、

植
松
理
事
長
、
谷
口
副
理
事

長
、
瀬
古
副
理
事
長
立
会
い

の
下
、
新
宮
木
材
会
館
大
会

議
室
に
於
い
て
和
歌
山
県
と

土
地
売
買
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。 

           

新

宮

木

材

協

同

組

合 

第
72
回 

通 

常 

総 

会 
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植松理事長開会の挨拶 通常総会の様子 

契約締結の様子 



 

熊
野
木
ま
つ
り
記
念
市 
行
政
工
事
関
係 

上
貯
木
場
の
整
備
工
事 

  

新
宮
・
紀
宝
道
路
関
係 

新
宮
・
紀
宝
道
路
の
本
線

盛
土
が
本
格
化
し
、
盛
土
搬

入
車
両
の
通
行
場
所
と
し
て

木
材
会
館
横
の
通
路
が
使
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
工
事
全

体
が
終
了
し
た
際
に
は
機
能

回
復
の
上
、
組
合
に
返
還
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

  県
道
拡
幅
工
事
関
係 

木
材
会
館
前
の
県
道
が
拡

幅
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま

ず
上
貯
木
場
側
の
側
溝
工
事

が
8
月
頃
開
始
さ
れ
ま
す
。

場
所
は
六
角
堂
前
の
出
入
口

付
近
か
ら
実
施
さ
れ
る
よ
う

で
す
。
10
月
15
日
の
木
霊
塔

行
事
は
支
障
が
な
い
様
に
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

  

             

               

  

①
貯
木
場
舗
装
工
事 

 

新
宮
・
紀
宝
道
路
の
事
業

化
に
伴
い
組
合
所
有
地
が
収

用
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て

上
貯
木
場
隣
接
地
を
取
得
し

て
有
効
活
用
す
る
た
め
に
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
し
て
整

備
致
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

税
制
面
の
代
替
資
産
取
得
の

特
例
を
利
用
致
し
ま
し
た
。 

              
②
県
道
沿
木
柵
工
事 

 

上
貯
木
場
と
県
道
と
の
境

界
に
木
皮
等
の
飛
散
・
流
出

防
止
の
た
め
に
木
柵
（
木
材

フ
ェ
ン
ス
）
を
設
置
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
出
入
口
も

1
ヶ
所
と
な
り
管
理
面
で
も

整
備
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

                 

  

毎
年
恒
例
の
熊
野
木
ま
つ

り
記
念
市
を
昨
年
同
様
3
月

18
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら

開
催
し
、
出
材
量
の
向
上
を

図
り
、
他
の
市
場
の
記
念
市

よ
り
も
早
く
す
る
こ
と
で
買

方
さ
ん
に
も
買
っ
て
頂
き
や

す
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
開

催
日
の
変
更
も
あ
り
、
記
念

市
は
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

 集
荷
量…

 

８
８
３
㎥ 

平
均
単
価…

 

１
万
１
３
０
０
円 

杉…

１
万
１
０
０
０
円 

桧…

１
万
２
１
０
０
円 

           

市の風景 

嵩上げされた会館横進入路 県道工事予定地 
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完成した板塀 角材を利用した木柵 

整備し新たに設けた出入口 



 

  
今
年
度
の
新
緑
会
の
新
役
員

及
び
会
員
は
次
の
通
り
で
す
。 

会 

長 
 
 
 

野
地 

陽
介 

副
会
長 

 
 
 

中
谷 

友
哉 

〃 
 
 

 
 

岡
﨑 
俊
樹 

会 

計 
 
 
 

中
谷 

友
哉 

書 

記 
 
 
 

久
保 

雅
稔 

監 

査 
 
 
 

速
水 

洋
平 

 

〃 
 

 
 
 

竹
中 

俊
介 

木
工
展
委
員
長 

三
島 

 

彬 

同
副
委
員
長 

 

安
藤 

俊
朗 

〃 
 
 

 
 

上
田 

暢
英 

特
別
会
計 

 
 

中
谷 

友
哉 

親
子
木
工
委
員
長 

加
藤 

栄
作 

同
副
委
員
長 

 

倉
谷 

良
太 

出
張
木
工
委
員
長 

岡
﨑 

俊
樹 

 

〃 
 

 
 
 

吉
見 

真
悟 

 

〃 
 

 
 
 

速
水 

洋
平 

 

〃 
 

 
 
 

三
島 

 

彬 

同
副
委
員
長 

 

全 
 

 

員 

企
画
委
員
長 

 

竹
中 

俊
介 

同
副
委
員
長 

 

三
島 

 

彬 

 

〃 
 

 
 
 

青
木 

優
朋 

〃 
 
 

 
 

浜
口 

輝
久 

近
中
出
張
木
工
委
員
長 

 

野
中 

亮
伸 

相
談
役 

 
 
 

野
中 

亮
伸 

木
材
普
及
委
員
長 

倉
谷 

良
太 

 
   

氏 

名 
 
 

勤
務
先 

野
中 

亮
伸 

㈱
野
中
工
務
店 

安
藤 

俊
朗 

新
宮
市
森
林
組
合 

竹
中 

俊
介 

竹
中
幸
生
商
店 

浜
口 

輝
久 

晃
栄
林
業
㈱ 

速
水 

洋
平 

新
宮
木
造
住
宅
協
同
組
合 

上
田 

暢
英 

尾
鷲
木
材
市
場
協
同
組
合 

青
木 
優
朋 

青
木
木
材(

資) 

中
谷 

友
哉 
紀
南
運
輸
㈱ 

野
地 

陽
介 

野
地
木
材
工
業
㈱ 

岡
﨑 

俊
樹 

㈲
日
光
木
材 

吉
見 

真
悟 

㈱
山
一
本
店 

倉
谷 

良
太 

㈱
倉
谷
建
築 

加
藤 

栄
作 

加
藤
恒
久
商
店 

三
島 

 

彬 

㈱ 

三 

島 

久
保 

雅
稔 

久

保

製

材 

 正
会
員
15
名 

（
他
、
賛
助
会
員
は
21
名
で
す
） 

  

      

例
年
、
木
材
会
館
で
実
施

し
て
い
る
親
子
木
工
教
室
で

す
が
、
会
議
室
に
多
く
の
参

加
者
が
集
ま
り
キ
ッ
ト
を
製

作
す
る
と
い
う
本
事
業
の
性

質
上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
か
ら
会
員
と
参
加

者
を
守
る
の
は
難
し
い
と
判

断
し
昨
年
は
開
催
を
中
止
し

ま
し
た
。 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安

全
を
確
保
し
た
実
施
が
で
き

な
い
か
と
会
員
が
模
索
し
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ラ
イ
ブ

配
信
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
同
時
製
作
と
い
う
形
を
取

れ
ば
、
参
加
者
が
各
自
の
自

宅
で
親
子
木
工
教
室
を
実
施

で
き
、
密
集
す
る
こ
と
な
く

安
全
に
製
作
で
き
る
の
で
な

い
か
と
な
り
、
そ
の
後
、
会
員

が
開
催
実
現
に
向
け
、
事
前

の
ラ
イ
ブ
テ
ス
ト
や
制
作
キ

ッ
ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、

一
般
の
方
へ
の
周
知
の
方
法
、

本
番
同
様
の
リ
ハ
ー
サ
ル
等

様
々
な
こ
と
を
実
施
、
検
証

し
開
催
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。 

今
回
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の

ラ
イ
ブ
配
信
を
見
て
頂
く
こ

と
が
前
提
と
な
る
こ
と
か
ら

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
機
能
を
利
用
し
た
応
募

受
付
を
7
月
5
日
（
月
）
～

7
月
16
日
（
金
）
で
既
に
実

施
し
て
お
り
ま
し
て
、
受
付

を
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
当

初
は
参
加
希
望
者
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
し

た
が
、
上
限
150
キ
ッ
ト
に
対

し
て
100
名
以
上
の
応
募
を
頂

き
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。 又

、
イ
ン
ス
タ
を
利
用
で

き
な
い
た
め
参
加
で
き
な
か

っ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
る
と
共
に
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
に
は
例

年
通
り
の
実
施
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
頂
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

実
施
日
は
8
月
1
日
（
日
）

で
す
の
で
、
次
号
に
当
日
の

様
子
等
を
掲
載
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し

て
頂
け
れ
ば
思
い
ま
す
。
又
、

新
緑
会
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

も
配
信
映
像
や
当
日
の
写
真

等
を
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す

の
で
気
に
な
る
方
は
フ
ォ
ロ

ー
の
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 
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会
員
名
簿 
二
〇
二
一
年
度
役
員 

ラ 

イ 

ブ

イ 

ン 

ス 

タ 

木 

工 

教 

室 

親 

子 

製作するキット（タブレット置台） 新緑会インスタアカウント 



 

事
務
局
月
一
回
土
曜 

休
業
日
の
ご
案
内
（
予
定
） 

（
8
月
～
12
月
） 

8
月
21
日
（
土
） 

9
月
25
日
（
土
） 

10
月
23
日
（
土
） 

11
月
27
日
（
土
） 

12
月
25
日
（
土
） 

        

・
組
合
員
が
感
じ
た
こ
と
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

［
原
因
］ 

・
国
内
需
要
の
大
半
を
占
め

る
輸
入
製
品
が
入
っ
て
こ

な
い
か
ら
価
格
が
高
騰
し

て
い
る 

・
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
原

板
が
入
っ
て
こ
な
い
。
又
、

輸
送
用
の
コ
ン
テ
ナ
不
足
。 

・
中
国
、
韓
国
等
が
高
値
で
ど

ん
ど
ん
買
付
し
て
い
る
の

で
、
日
本
に
入
っ
て
こ
な

い
と
聞
く
。 

・
国
産
原
木
も
中
国
へ
の
輸

出
が
多
く
な
っ
て
い
る
。 

・
輸
入
製
品
が
入
っ
て
こ
な

い
の
で
、
大
手
が
買
い
占

め
品
薄
状
態
な
っ
て
い
る
。 

・
米
松
集
成
材
の
原
板
が
な

い
の
で
、
代
わ
り
に
桧
の

原
板
を
使
用
し
て
い
る
た

め
、
桧
材
の
高
騰
が
止
ま

ら
な
い
。 

［
価
格
］ 

・
国
産
の
原
木
は
杉
で
1
万

5
千
円
、
桧
な
ら
2
万
円

超
え
て
い
る
。 

・
米
松
材
の
原
木
価
格
は
上

が
る
前
は
㎥
2
万
円
ち
ょ

っ
と
だ
っ
た
の
が
今
で
は

3
万
5
千
円
と
1
万
円

以
上
上
が
っ
て
い
る
。
過

去
最
高
価
格
。
こ
こ
ま
で

上
が
っ
た
事
は
な
い
。 

・
松
阪
の
ウ
ッ
ド
ピ
ア
で
桧

の
一
等
の
柱
に
使
わ
れ
る

直
径
14
㎝
、
16
㎝
の
原
木

が
3
万
円
と
な
っ
て
い
る
。 

・
た
だ
し
、
昔
は
同
じ
材
で

5

万
～
7
万
が
当
た
り

前
で
時
期
も
長
か
っ
た
。 

・
新
宮
市
内
の
製
材
所
の
中

で
製
品
単
価
2
割
増
を
実

施
し
た
製
材
所
も
い
る
。 

・
取
引
先
も
情
勢
を
理
解
し

問
題
な
く
値
上
げ
で
き
た
。 

・
又
、
住
宅
に
対
し
て
木
材
価

格
の
割
合
が
小
さ
い
の
で

2
割
増
で
は
影
響
が
少
な

い
。 

・
背
割
り
付
き
の
節
有
の
一

等
柱
が
㎥
10
万
円
で
節
が

少
な
い
無
地
上
小
の
柱
が

11
万
円
と
差
が
無
く
な
っ

て
い
る
。 

・
合
板
も
同
様
に
上
昇
。 

［
今
後
に
つ
い
て
］ 

・
輸
入
製
品
が
入
っ
て
く
る

よ
う
に
な
れ
ば
通
常
に
戻

る
の
で
は
。 

・
ア
メ
リ
カ
の
情
勢
次
第
で

こ
の
状
況
の
終
わ
り
は
現

時
点
で
は
見
通
せ
な
い
。 

［
こ
れ
か
ら
の
林
業
］ 

・
価
格
面
で
こ
れ
以
上
に
な

ら
な
い
と
今
後
林
業
家
の

経
営
が
な
り
た
っ
て
い
か

な
い
と
感
じ
る
。 

・
政
府
は
森
林
資
源
の
循
環

を
考
え
て
い
る
が
杉
で
2

万
円
以
上
に
な
っ
て
こ
な

い
と
難
し
い
。 

・
そ
れ
を
考
え
る
と
こ
の
ま

ま
原
木
価
格
が
上
昇
す
る

の
は
今
後
の
木
材
業
界
と

し
て
は
望
ま
し
い
。 

樹
種 

形 状 
令和 3 年 備 考 

5 月 6 月 7 月 
長さ 
（m） 

径 
（cm） 

杉 

4m 小丸太材 
7,700 
(7,900) 

8,000 
(7,900) 

8,200 
(7,800) 4 6～13 

3m  14～20 
12,300 
(9,600) 

11,700 
(8,600) 

11,800 
(9,400) 3 14～20 

3m 22cm 上材 
12,900 
(10,500) 

13,100 
(10,700) 

14,200 
(11,300) 3 22～ 

4m  14～22 
10,900 
(6,800) 

11,800 
(7,200) 

13,000 
(7,200) 4 14～22 

4m 24cm 上材 
13,500 
(9,900) 

13,700 
(8,200) 

14,300 
(9,400) 4 24～ 

檜 

4m 小丸太材 
0 

(20,900) 
8,100 
( 0 ) 

9,600 
(9,000) 4 6～13 

3m  14～20 
13,500 
(9,400) 

15,100 
(10,600) 

15,100 
(11,700) 3 14～20 

3m 22cm 上材 
15,600 
(11,100) 

15,200 
(10,900) 

15,000 
(12,300) 3 22～ 

4m  14～22 
12,700 
(10,100) 

21,600 
(11,600) 

23,500 
(11,700) 4 14～22 

4m 24cm 上材 
18,000 
(12,200) 

21,700 
(11,400) 

23,300 
(13,400) 4 24～ 

杉総平均単価 
12,600 
(9,700) 

13,000 
(9,100) 

13,400 
(9,700)  

檜総平均単価 
15,700 
(11,000) 

19,200 
(11,300) 

21,100 
(12,200)  

総平均単価  
13,600 
(9,900) 

14,100 
(9,700) 

14,600 
(10,400)  
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㎥単価 （ ）は令和 2 年度 

◆
事
務
局
お
盆
休
み 

8

月
13

日
（
金
） 

～
18

日
（
水
） 

◆
第
43

回 

児
童･

生
徒 

木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル 

Ｈ
Ｐ
と
一
般
展
示
で
開
催 

◆
第
62

回
木
霊
塔
建
立
供
養
式 

献
木
者 

新
宮
木
材
協
同
組
合 

 
 
 
 

10

月
15

日
（
金
） 

◆
新
宮
秋
ま
つ
り
記
念
市 

10

月
18

日
（
月
） 

木協行事 

 



 

                     

                             

                             

                             

 

◇
今
月
号
の
表
紙
は
、
昨
年

度
ウ
ェ
ブ
開
催
し
た
木
工

工
作
展
へ
の
出
品
作
品
を

紹
介
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
実
行
致
し
ま
し
た
が
、
今

年
も
様
子
を
う
か
が
い
な

が
ら
開
催
方
法
を
決
め
る

そ
う
で
す
。 

 

◇
例
年
で
あ
れ
ば
、
こ
の
時

期
の
本
誌
は
総
会
等
の
内

容
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、

総
会
が
少
人
数
で
の
開
催

と
な
っ
た
り
、
書
面
決
議

で
の
開
催
と
な
っ
た
り
、

又
、
組
合
員
間
の
懇
親
も

自
粛
と
な
っ
て
お
り
、
大

変
淋
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。 

 

◇
今
年
春
先
よ
り
ウ
ッ
ド
シ

ョ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
木
材

の
高
騰
が
続
い
て
お
り
こ

の
件
に
つ
い
て
色
々
と
意

見
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。 

末 社 詣 り 

組合恒例の末社詣り行事を旧暦の元日にあたる 2月 12日（金）に行ないました。今回はコロナ禍の中と
いうこともあり、参加者全員での参拝は速玉大社のみに限定し、末社は三役が代表して参拝するという変
則的な参拝方法となりましたが、神社にて頭をたれ業界の隆昌と安泰を祈願いたしました。又、例年なら
各神社を参拝後、伝統の「どじょう汁」に舌つづみをうつはずでしたが、懇親会を中止したことにより過
去 40年間で初めてどじょう汁がお預けとなり、例年とは違う旧元日となりました。（参加者 16名） 
（速玉大社－牛鼻神社－中村神社－烏止野神社－阿須賀神社－神倉神社（遥拝）－王子神社（遥拝）） 

神倉神社と王子神社は速玉大社の摂社
せっしゃ

（本社と末社の間に位置する神社）である阿須賀神社より遥拝 
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神倉神社への遥拝写真 

 貯木場と新宮・紀宝道路工事状況の航空写真（撮影：令和 3年 3月） 

烏止野神社での玉串拝礼 参加者全員で速玉大社参拝 

高速道路予定地 

新宮木材協同組合 

貯木場 


